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北大水産業報
26(1)， 31-37. 1975. 

ハナカジカ CottU8nozawae Snyderの生態的・形態的分岐・1

産卵習性及び初期発育過程

後藤 晃*

Ecological and Morphological Divergence of the Freshwater Sculpin， 
CottU8 nozαwαe Snyder-I. Spawning behavior and process 

of the deveJopment in the post-hatching sta酔

Akira GOTO* 

Abstract 

The freshwaぬ，rsculpin， Cott叫8陶 za，waeSnyder， which is di町 ibuもedthrough-
out Hokkaido Dis佐川， was divided inωtwo types ac∞，rdingもoecological and 
morphological points of view. They were conveniently cal1ed the small-egg and 
large-egg types. The日mall-eggtype spawus晶 greatnumber of small eggs from 
middle Aprilも0 回 rlyM乱y. Soon after hatching， the larv帥晶，rec島町iedby the 
currents in色othe sea and inhabit the sea for about one month. They ascend 
rivers from the自eain e'l，rly June，品ndinh由民 theirlower cour悌 Whilethe 
large-egg type sp'l，wns a sm'l，ll number of 1晶，rgeeggs from 1品加 Aprilto middle May. 
The larvae do no七d朗 cendinto the sea. Soon af七erthe品，bsorbingofもheyolk， 
the larv晶esinkもoもhebottom of a river andもhereaf旬，rlive atもhebo悦omin 
the middle or the upper course of the river制品 demersalfish having 自imilar
characteri的ic自 toもheadul七fishin the body form. 
As日tatedabove，もhetwo types of C.加 ，za，wae晶redifferent in their sp叩 n・
ing behavior品ndin the proc晴樹 of po日t-h抗chingdevelopment. It s回 msthat 
もheydo not mingle forもhepurpose of reproduction， bec加盟ethe自mall-egg t~干e

sp品，wusthe eggs inもhelower cour開 of七heriver but the large-egg type sp阿国
in the middle or upper cour間.

緒 言

ハナカUカCottusnozawae Snyder は，北海道の諸河川に広く倭息しているカジカ亜科 (C冶ttinae)

の淡水魚である。岡田1)及ぴ渡辺のは本種の産卵習性並びに初期発生について報告した。岡田は，北

海道千歳川における調査から， 本種の卵の直径が平均 3.5mm，雌1尾当りの抱卵数が平均 425粒で

あるとした。また，渡辺は，本種は各河川によって産出卵の直径11:大きな差がある乙とを報告してい

る。一方，水野・丹羽のは，同属の淡水カヲカであるカッカ Cot仰:$pollux Gunther 11:卵径・発育史

・形態・分布からみて 2つの型があると報告した。

著者は，北海道南部の諸河川を調査した結果，ハナカジカには河川の下流域で多数の小形卵を産む

群(以下，小卵型と呼ぶ)と，中・上流域で少数の大形卵を産む群(以下，大卵型と呼ぶ) とがある

ζとを見い出したので，その産卵習性及ぴ初期発育過程について報告する。本文11:入るに先立ち， 本

'北海道大学水産学部発生学・遺伝学講座
(Labo仰 tory01 Embryology and Genetics， F，ω叫y01 Fi8herie8， Hokkωdo U叫iver8ity)
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研究に当って懇篤なる指導と校闘の労をとられた北海道大学水産学部浜田啓吉教授， 並ぴ11:.指導・助

言を頂いた同大学水産学部山崎文雄博士，小野里坦博士及び発生学・遺伝学講座の各位に心より感謝

する。

材料と方法

1972-1974年の各年のハナカヲカの産卵期 (4-5月)11:.北海道南部の戸切地川及ぴ流渓川を中心

IC.各河川の下流域及ぴ中・上流域で，本種の産卵生態を観察した。同時に，三角網を用いて各域毎

に親魚及ぴ産着卵の採集を行った。卵径の計測は，体内熟卵及び産着卵(未発眼卵) について行い，

それぞれ 10個ずっとり出し，長径をミクロメーターで計iA11した。また，勝出後の発育過程の調査のた

めに，上記の河川において両型の仔・稚魚の観察・採集を行った。採集ICは主fl:小さな手綱を用いた

が，流下仔魚の採集には，口径33cmのプランクトンネットを用いた。採集した仔・稚魚は直ちにブ

アン氏液または 1096フォルマリンで固定し，観察・計測を行った。

結 果

北海道南部の戸切地川及ぴ流渓川におけるハナカ:;カの産卵期は 4-5月である。 ζのハナカヲカに

は4月中旬ー5月上旬IC河口から上流へ約2kmにわたる平瀬で産卵する群と， それよりやや遅れて4

月下旬-5月中旬に中・上流域の平瀬で産卵する群とが見られる(掃図1および図版 1-1.4)。前者即

ち小卵型ハナカヲカは多数の小形卵を塊状fl:径30cm前後の石の下両IC産みつける(図版1-2.3)。卵

の粘着性は弱いが水流によって流きれる乙とはない。産卵前に採集した雌親魚を調べたと乙ろ 1個

体当りの体内熟卵数は 550-3.566であり，その卵長径は 1.5-1.8mmであった。また産着卵の長径は

1. 9-2. 2mmであった(表1， 2)。乙れに対して，後者即ち大卵型ハナカヲカの卵は，小卵型と同様

に石の下面IL粘着して産みつけられ

るが，その塊は一般的に小卵型より

小さい(図版1-5.6) 0 1個当りの体

内熟卵数は小卵型と比較して非常に

少なく. 122-722で，その卵長径は

小卵型より大きく 2.3-3.0mmであ

った。また産着卵の長径も 2.6-3.3

mmで小9陀型よりかとり大きかった
(表1， 2)。なお， ζのようなハナ

カヲカの小卵型及ぴ大卵型の存在は

上述した両河川に隣接する大野JII.
久根別川においても，その産卵期IL

確認された(掃図 1)。

次IL.両型の初期発育過程を比較

すると，下流域で産卵する小卵型で

は勝出時の仔魚は全長 6.4-7.2mm

で卵黄量は極めて少ないが，飽弓は

鏑叢IL被われず，また錨槽11:鰭条も

見られない(掃図 2-A)。 乙のよう

な卿出後まもない仔魚は，河口部で

プランクトンネットによって多数採

集される。との ζとは1]、9閣の仔魚

議
/ 

Text.fig. 1. Sp晶，wninggrounds of large.egg勺伊
and small-egg type of Cott制偽何awaein 
もherivers ofωuthem Hokk晶ido.
.large句 gもype，0 sm乱II・eggも，ype
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日，ble1. σ側 pa'バ酬。"egg di，α側 ter8OJ Oott削叫ozau刷.

Locality BL. (mm) I E邸仙m胸 r(mm)
SmalI-egg type 

Lower course of 92.5 1. 8-1. 9(1. 8)* 
R. Hekirichi 89.6 1. 7-1. 8(1. 8) 

Matured eggs in 73.8 }.4，-1.6(1.5) 
ov晶，ry

Lower cour駒 of 132.9 1. 7-1. 9(1. 8) 
R. Ryukei 88.3 1. 5-1. 7(1. 6) 

Lower course of 1. 9-2. 1(2. 0) 
R. Hekirichi 1. 9-2. 0(2.。

Sp島問1edeggs 
1. 9-2. 0(1. 9) 

Lower course of 2.1-2.2(2.2) 
R. Ryukei 2.0-2.2(2.1) 

Large-eggもype

URp.pEeEr ek∞iriIctmhi e of 93.40 2.HI.6(2.5) 
79.6 2.6-2.8(2.7) 
71.8 2.2-2.4(2.3) 

Matured eggs in 
URp.pRePr Ickoeui r蹄 of 79.2 2.9-3.1(3.0) ov乱，ry

71.5 2.2-2.4(2.3) 
62.0 2.3-2.4(2.3) 
59.1 2.2-2.40(2.3) 
54.3 2.2-2.40(2.3) 

URp.pHeerkciroiucmhi eof 3.1-3.4(3.3) 
3.1-3.2(3.2) 
3.0-3.2(3.1) 
2.9-3.2(3.1) 

Sp晶，wnede舘8 2.9-3.1(3.0) 

URp.pReyruckoeui me of 3.0-3.1(3.0) 
2.8-3.0(2.9) 
2.8-3.0(2.8) 

* Figur明 in p乱renthe呂田 refer to the mode value. 

が癖出後直ちに河川を流下し，海fr.入る ζとを示す。海に入った仔魚は，以後河川に湖上するまで，

海で遊泳生活を送るものと恩われる。室内水僧で海水飼育を行った小卵型の仔魚は，卵黄吸収後， 鰭

槽IL鱒条が形成され，腹鰭原基も出現する。また頭部及ぴ体側の色素胞が増す。 ζのような仔魚は，

水槽の表層を遊泳している(指図 2-Bl>B2およぴ Bs)。約3週間海ですごした後 6月上旬IL各鰭の

形成もほぼ終り底棲生活の親魚に近い形態を示す稚魚が川を湖上し，河口域の両岸沿いに分布する(掃

図2-C)。その後稚魚は分散・移動し， ほ1'1親魚と同様な形態になり， 主 fr.下流減の平瀬で底痩生活

に入る(掃図 2-D)。

一方，中・上流域で産卵する大卵型では，現存出時の仔魚の全長が 7.6-7. 8mmであり，小卵型の目撃

出時の仔魚より少し大きい。その卵黄量は非常に多く， 卵黄表の容積は大卵型は小卵型の5倍以上で

ある。解出直後の仔魚の形態形成は小卵型の解出時の仔魚より進んでおり， 腹鰭を除く各鰭fr.1ま鰭条

原基が出現している。そして鯛弓は完全に餌蓋IL被われている(掃図 3-A)。解出後まもない仔魚は，
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Table 2. N句協ber01 matured eggs仇 the0叫 .ry01 Cotω8時似awae.

Loω助 D蜘 IB.L・(mm) jNumbωof eggs 

Lower ωurse of April 15， 1973 92.6 965 
the river Hekirichi 86.5 721 

73.8 701 

Small.eggも'ype Lower couroe of April 8， 1974 92.5 1295 
the river Hekirichi 89.6 1042 

73.3 5ω 

Lower cour闘 of April 12， 1974 132.9 3566 
もheriver Ryukei 88.3 1156 

Upper ∞ur田 of April 15， 1973 96.4 722 
the river Hekirichi ω.7 480 

79.1 405 
73.6 323 

Upper course of April 9， 1974 93.4 631 

L晶，rge-eggも，ype the river Hekirichi 79.6 417 
71. 8 323 

Upper course of April 13， 1974 79.2 267 
the river Ryukei 71. 5 308 

62.0 185 
59.1 175 
5.1.3 122 

その卵塊が付着していた石のまわりの礁の間隙にいるのが観察される。 この時期の仔魚の形態の特徴

は，卵黄褒が吸収きれて小きくなり，体側Ir.色素胞を分布し， 各鰭の形成が一層進んでいる ζとであ

る(掃図 3-B)。卵黄吸収を終った時には，すべての鱒の鰭条数が定まり，成魚に近い形態を示す(指

図3-C)。 ζのように発育した稚魚は平瀬の川岸や小さなたまりに棲息している。その後，稚魚はほぼ

成魚と同様な形態となり，分散，移動して， 中・上流域の主11:平瀬や淵尻で底痩生活を営む(掃図3-

D)。以上述べられた両型の初期生活過程は挿図4のように整理される。

考 察

Snyderのが 1911年に北海道石狩川から初めて報告したハナカヲカには産卵習性及び初期発育過程

からみて 2つの型が認められる乙とが判った。すなわち，川の下流域で多数の小形卵を産み， その

幼期の一部を海ですごす両側回遊型の生活様式をもつものと，川の中・上流域で少数の大形卵を産み，

一生を川ですごす河川適応型の生活様式をもつものである。前者を小卵型，後者を大9阻と名づけた。
Mizunoのは，従来1種とされていたハゼ科の淡水魚ヨシノポリ Rhynogobiusbrunneus 百mminck

et Schlegelの卵に大小の2型があること，そして両者はその発育史・形態・分布が異なる乙とを報告

し，ヨシノポリとカワヨシノポリを別種とした。また，水野・丹羽はハナカジカと同属の淡水産カジ

カCottuspoll叫白lntherにも，卵径・発育史・形態・分布からみて 2つの型がある ζとを見出し，

それらを生態的2型として報告した。岡田りが北海道千歳川から採集したハナカジカの雌1尾の抱卵

数はほぼ400粒内外で，その卵の直径はほぼ 3.5mmである。また同じ千歳川で渡辺のが報告したハ

ナカジカにおいても，その 1尾当りの抱卵数は鉛O粒内外，卵径 3.1-3.5mmである。それ故， ζれ

まで報告されたハナカヲカは，その卵径や卵数からみて， ほとんどのものが大卵型に相当すると考え

-34ー
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A 一一一一一~ー←
メ曹子ζÆI/Z(//~;ヅグ/:，7; 二ムペン /ノりょことご一ーー~
ゐ向島~/']'Ç:.議此;、、むもふ、\ ぃ、、←ー←"::)

2 mm 

81 

r~‘&-\1J1: 1 ゲ >:'>.~/>~<~Z，//~.;77í'7777ZZ ー-.>
位里 J量F閣法必~:~\~'.\\\\、、\一‘ 一

L...-一-固----l

過観忽整ヲE

D 

L.-幽J

5 mm 

Text-fig. 2. POSも・ha.色chingdevelopment of 
the sma.1l・e邸 type.
A: 晶 larv晶justa.f旬rhatching. 
6.9 mm in tot&1 length. 
B1:晶larva.ju飾品f句rthe油鈎'rp-
tion of yolk. T.L. 7.8 mm. (kept 
in晶n晶qua.rium)
Bz: 晶larv晶 inswimming life in 
もhe拠品. B.L. 8.5 mm. (kep色h
組問uarium)
Ba: 晶 I晶rva.before 舗 cending
into rivers仕omthe sea.. B.L. 
9.3mm. (kepもina.n品quarium)
C: 晶 jllvenile 晶自cendinginω 
rivers from the se品. B.L. 12.3 
mm. 
D: 品 juvenileinh晶，bitingthe 
gr晶，vellyshallows in the lower 
course of a. river. B.L. 24.4 mm. 

B 

D 
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5 mm 

Text-fig. 3. Pω色・h晶旬hingdevelopm岨も of
the la.rge-egg type. 
A: 晶 l晶rv晶 just拍車，rhatching. 
7.8 mm in tot&1 length. 
B: a. Ia.rva inhabiも泊g&round 
sp島岡山.gbeds. B.L. 8.6 mm. 
C: 晶 juvenileinh晶bitingsh乱1-
IOWB or sma.ll pools in the ba.nks 
of晶river. B.L. 9.2 mm. 
D: 晶 juvenileinha.bi色ing 由。
gr品，vellyぬ晶llowsin the middle 
or upper∞ur飴 of晶river. B.L. 
23.6mm. 
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Text-fig. 4. Comparison of the回 dylife betwe喧nthe two 
typ倒 ofOott.倒嗣郎制Je.

ちれる。ただし渡辺は北海道オボロ}i1から径 1.2-1.8mmのハナカヲカの卵を報告している。 乙のハ

すカジカは卵径から推察して，著者の名づけた小9閣に相当するものと考えられるが， 渡辺は卵径の
差について 1河川lの上流と中流または下流による差異とは認めず， 各河川毎の違いであるとした。
しかし既に述ぺたように，ハナカヲカにおいても， 水野等がヨシノポリやカヲカで報告したのとほぼ

同様に，産卵域や卵径・卵数の相違する 2つの型が明らかに存在する。

さらに，商型の初期発育過程には著しい相違がみられる。ハナカジカ大卵型は， 水野・丹羽がハナ

カジカは川の中で一生を送ると推測したように，海に入るととなく..出直後から川の中・上流域で

底穣的生活を送る。一方，ハナカヲカ小卵型は解出後直ちに川を流下し， 海11:入って仔稚魚期の一部

をそ ζですとした後に川を湖り，それ以後は川の下流域で底棲約生活を送る。従って，大卵型は河川

適応型の生活様式をもち，小卵裂は， ζれまで幼期の一部を海ですごす淡水カ少カとして知られてい

るヤマノカミ Trachidermus fasciat仙の，カマキリ Cottrukazika7)8入 カンキョウカヲカ C.han. 

giongensis9)及びカラカ小卵型3) と類似した両側回遊型の生活様式をもっ。形態形成11:関しては..

出直後の仔魚を比較すると，明らかに大9聞の方古川、9阻より進んでいる。大卵型の勝出直後の仔魚
は，すでに各館11:鱒条原基が出現しているのに対して， 小9閣の仔魚では鱒槽11:鱒条がみられない。
きち11:.卵黄吸収時には，大卵型は成魚11:近い底棲魚的形態を示すのに対して， 小卵型では尾鰭Ir.数
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条の鱒条原基をみるにすぎなL、。ぞれ故， ζれらの事実は， Mizunoのがヨシノポリとカワヨシノポリ

の初期及び後期発生の比較を行い， 大9同生のカワヨシノポリの底発生はヨシノポリの仔魚段階の一部

がその最終ステーヲf(送り込まれたような過程をとると報告したのとほぼ同様に， ハナカヲカの大卵

型のJff発生も小卵型の仔魚段階のー部がその過程f(送り込まれたような状態になっている乙とを示唆

している。著者は現在，両型の初期発生・形態・分布等の調査をすすめており， 今後両型の分類及ぴ

系統関係について報告する予定である。

要 約

1) ハナカジカ Cottusnozawae Snyder には，産卵場所・卵径・初期発育過程からみて 2つの

型がある。両型は，それぞれ小卵型，大卵型と名づけられた。

2) 小卵型は， JIIの下流域で多数の小形卵を産み，卵黄吸収時には舗などがまだ未分化で， その幼
期の一部を海ですごす。その後}III(湖上し， JIIの下流域で底棲生活をいとなむ。即ち，両側回遊型の
生活様式をもっ。

3) 一方，大卵型は川の中・上流域で少数の大形卵を産u'。卵黄吸収時には各舗の鎗条数は定まり，

成魚とほぼ同様の底棲魚的形態を示す。川の中・上流域で生涯底棲生活をいとなみ， 河川適応型の生

活様式をもっ。

4) 両型の産卵期は小卵型では4月中旬ー5月上旬であり， 大卵型ではそれよりやや遅く 4月下旬-

5月中旬である。また，両型の産卵場所は明瞭に隙れており， 両型の聞に生殖的爾障が存在するもの

と考えられる。
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Explanation of Plate 

Fig. 1. Female adult of Oott制協備制腕 withmature smaJl 句伊;晶自m晶Jl.e邸 type. Body 
length 100.3 mm. 
Fig. 2. Spawned e.腿sof the sm晶Jl・日邸 type. 
Fig. 3. Spawning ground of the smaJl句gも，ypein the lower course of River Hekirichi. 
Fig.4. Fem晶leadult of O.叫ou抑制withmature large eggs;晶 large.eggtype. Body length 
84.0 mm. 
Fig.5. Sp晶wnedeggs ofもhela.rge.egg type. 
Fig. 6. Spawning ground ofもhelarge.eggも'ypeinもheupper∞ur飽 ofRiver HekirichI. 
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